
なまえ　（ ）

yakusoku shitekurenakya ikenai

tanukiwa mewo samashite, 「nanda」 to iimashita

たぬきは　めを　さまして　なんだ　と　いいました

「tokoyadesuga goyouwa arimasennka」

とこやですが　ごようは　ありませんか

たぬきは　いたずらが　すきな　けものですから

yokunai kotowo kangaemashita

よくないことを　かんがえました

「yoroshii, kattemoraou tokorode, hitotsu 

よろしい　かってもらおう　ところで　ひとつ

　そこで　かにの　うでを　ふるう　ときが　きました

chokkinn, chokkinn, chokkinn

ちょっきん　ちょっきん　ちょっきん

やくそく　してくれなきゃ　いけない

to iunowa, watashino atode,

と　いうのは　わたしの　あとで

watashino otousannno kemo katte moraitainosa」

わたしの　おとうさんの　けも　かって　もらいたいのさ

「hei, oyasui kotodesu」

へい　おやすい　ことです

sokode, kanino udewo furuu tokiga kimashita
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Kani no shoubai③　［かにのしょうばい③］

tanukiwa, itazuraga sukina kemonodesukara,

こたえ
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